
【　記載要領及び記載に当たっての留意点　】

　

③種別 専従者給与を支払ったときは「専従者給与」と記入してください。

①個人番号 支払を受けた本人の個人番号を記入してください。

②住所
令和６年１月１日現在の住所を本人に確認のうえ、正確に記入してください。
※居所の場合には住民登録の住所を（　）書きで２段書きしてください。

④（源泉）控除対象配偶者の
有無等

控除対象配偶者は「○」を記入してください。
配偶者特別控除の対象となる配偶者の場合は、記入は不要です。

⑤配偶者（特別）控除の額 配偶者控除又は配偶者特別控除の額を記入してください。

⑥同居老親・同居特別障害 老人扶養/特別障害者扶養で同居の場合は左側「内」の欄に内人数を記入してください。

⑦摘要

特別徴収ができない方は、「個人住民税の普通徴収への切替理由書」の切替理由を確認
し、摘要欄に該当する略号を記入してください。
⇒詳細は２ページ右面を参照ください。

１.控除対象扶養親族又は16歳未満の扶養親族が5人以上いる場合には扶養親族の氏名を記入
　 してください。氏名の前には括弧書きの数字を付し、注１「5人目以降の控除対象(又は16歳未満
　 の)扶養親族の個人番号」の欄に記載する個人番号との対応関係が分かるようにしてください。
2.納税者の令和5年中の合計所得が1,000万円以上で、同一生計配偶者が障害者の場合には
　 「氏名（同配）」と記入してください。
3.前職分給与を合算して年末調整した場合は、必ずその支払者/支払総額/社会保険料/源泉
　 徴収税額を記入してください。
※記載がない場合は、年末調整者の支払分のみの報告として取り扱います。

⑧生命保険料控除 該当する保険料の各支払金額を漏れなく記入してください。

⑨住宅借入金等特別控除

1.適用を受けている住宅借入金等特別控除の区分を次のように記入してください。
　 ●住･･･一般の住宅借入金等特別控除の場合（増改築を含む）
　 ●認･･･認定住宅の新築等に係る住宅借入金等特別控除の場合
　 ●増･･･特定増改築等住宅借入金等特別控除の場合
　 ●震･･･震災特例法第13条の2第1項「住宅の再取得等に係る住宅借入金等特別控除」の
　　　　　　 規定の適用を選択した場合
2.上記区分が「特別特定取得」に該当する場合には、区分の後ろに「（特特）」と、「特定取得」（特別特
　定取得以外）に該当する場合には「（特）」と併記してください。
3.住民税の住宅借入金等特別税額控除に必要ですので、居住開始年月日を和暦で記入してくだ
　さい。（記載がない場合は控除できないことがあります。）
　※上記区分のうち「増」は所得税控除のみ適用され、住民税控除の適用はありません。
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中途就・退職があった場合は、該当欄に「○」、年/月/日を記入してください。
※記入がない場合、退職者でも在職者として扱われる場合があります。

⑫生年月日 個人を特定するために重要な事項です。正確に記入してください。また元号は漢字で記載して下さい。

⑬寡婦・ひとり親 「寡婦」又は「ひとり親」に該当することとなった場合に、「〇」を付してください。

⑬寡婦・ひとり親 「寡婦」又は「ひとり親」に該当することとなった場合に、「〇」を付してください。

　下記項目以外の詳細については、左見本及び国税庁が発行する「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の
手引」を参考にしてください。不明な場合は、提出先自治体もしくは管轄税務署へお問い合わせください。

記載すべき事項記載欄名

⑩(源泉・特別）控除対象配
偶者、控除対象扶養親族等

扶養親族がいる場合は、⑥同居老親と同様に「控除扶養親族の数」の欄にそれぞれの人数を記入して
ください。（人数の記載がない場合、控除されないことがあります）

1.「配偶者の合計所得」欄は支払金額ではなく、「所得金額」を記入してください。
2.16歳未満の扶養親族がいる場合は、「16歳未満の扶養親族」欄に、それ以外の扶養親族の場合は
　「控除対象扶養親族」欄に名前・個人番号を記入してください。
3.非居住者である場合には、区分の欄に「○」と記入してください。
4.所得金額調整控除の適用がある場合には、「所得金額調整控除額」を記入してください。
　（※年末調整を行わない場合は、記入は不要です。）

⑪中途就・退職

個 人 別 明 細 書 記 入 例

【支払を受けた本人/扶養親族/支払者】の個人番号（法人番号）の記入が

必要となります。※正確に記入してください。

　　　　　　（摘要）に前職分の加算額、支払者等を記入してください。
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②　沼津市御幸町２０－２
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(摘要)

　　　　（１）沼津五郎　　　　　　　　　　　　　　       前職分　株式会社□□□□
　　　　（２）沼津六郎（非居住者）　　　　　　　　　 　支払総額　　１，２００，０００円
　　　　（３）沼津幸子（年少）                       　社会保険料　　 １３２，０００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　源泉徴収額　　 　１５，０００円
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　●３枚複写の内、市区町村提出用と記載された用紙を提出してください。 　　　● 普通徴収への切替は、切替理由書記載の理由（普A～普F）以外では認めら

　●左上部に　⑥　と記載された様式で提出してください。 　　　　れません。下記一覧表をご参照ください。

　●「氏名」のフリガナと、「受給者生年月日」、「住所」は、正確に記入してくださ 　　　● 総括表の普通徴収の人数と切替理由書の合計人数が一致することを確認

　　い。個人を特定するために必要な事項です。 　　　　してください。

　 　　　●  個人別明細書の摘要欄に切替理由（普A～普F）の記入があることを確認

　　　　してください。

　　　※切替理由書と摘要欄との整合性がとれない場合、特別徴収とする場合があり
　　　　ます。

　

2

　　　※eLTAXで給与支払報告書を提出する場合は、切替理由書の提出に代えて個
　　　　人別明細書の摘要欄に切替理由書の理由（普A～普F）を記入してください。
　　　　また、普通徴収のチェックを忘れないようお願いします。
　　　※特別徴収指定通知・税額決定通知書が送付された後、切替理由（普A～普F）
　　　　に該当することになった場合は、異動届により普通徴収に切り替えることがで
　　　　きます。

     <切替理由一覧表>※切替理由書より抜粋

 ●国外居住親族に係る扶養控除等の見直し
  ※令和５年１月以後に支払うべき給与から適用

   税制改正により、令和６年度(令和５年分)以降、国外居住親族に係る扶養控除
   の適用について、控除の対象となる扶養親族(控除対象親族)の要件が厳格化
  され、留学生や障がい者、送金関係書類において38万円以上の送金等が確認
  できる者を除く30歳以上70歳未満の日本国外の居住者は所得税・住民税の控
  除対象から除外することとなりました。

  詳しい要件や年末調整時の手続きなどの詳細は、下記をご覧ください

  なお、国外扶養親族に係る扶養控除に該当した場合の年末調整におい
  ては親族関係書類や送金関係書類等の証明書類が必要ですが、年末調
  整時に用いた送金関係書類やその他確認書類は、沼津市には提出不要
  です。

  <控除の対象となる扶養親族>
     <個人別明細書 記入例>

個 人 別 明 細 書 作 成 上 の 注 意 普 通 徴 収 切 替 理 由 書 に つ い て

普A

改 正 点 に つ い て

【国税庁ホームページ】

「令和５年１月以後に非居住者である親族について扶養控除等の適用を受

ける方へ」「令和５年１月からの国外居住親族に係る扶養控除等Ｑ&Ａ」

Ⅰ

Ⅱ

①

②

③

30歳以上70歳
未満の者のう
ち、右記①～
③のいずれか
に該当する者

Ⅲ

居住者から前年における生活費又は教育費に充てるた
めの支払いを38万円以上受けている者

障がい者

留学により国内に住所・居所を有しなくなった者

70歳以上の者

16歳以上30歳未満の者


